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容器包装リサイクル法対象の分別収集されたプラスチック製容器包装廃棄物のリサイクル手法について
「製品バスケット法」を用いて経済および環境の両面からエコ効率分析を行った。
２００５年度報告書「プラスチック製容器包装の処理に関するエコ効率分析」以降、次の環境変化が
あった。
（１）エネルギー回収の手法の一つとして、固形燃料であるＲＰＦ（＊）が大きく市場

を伸ばしつつあり、これの環境負荷的な位置づけが必要になってきた。
（２）（財）日本容器包装リサイクル協会のガイドラインにおいて、再生事業者の工程

で分別除去された廃プラスチックの直接埋立て禁止となったことから、これに
よる環境負荷の変化も取り入れる必要がでてきた。

これらを考慮し、本年度のエコ効率分析を実施した。
調査対象
（１）ＭＲ：再生樹脂の製造、（２）ＣＲ：高炉原料化、コークス炉原料化、ガス化、（３）ＴＲ：
セメント原燃料化、ＲＰＦ化、廃プラ発電の７種類を分析対象とし、参考として、リサイクルしないで
埋立処分するケースを考えた。
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本分析の検討結果のまとめ
１） エコ効率分析の観点からは、ＲＰＦは、ガス化、セメント原燃料とほぼ同じ位置となり、廃プ

ラ発電も含めて、相対的に最も望ましい位置を占めた。
２） ケミカルリサイクル（ＣＲ）は相対的に環境負荷の面では良好であるが、経済的負担は大き

い。
３） マテリアルリサイクル（ＭＲ）の新規樹脂代替率が３０％の場合、エコ効率分的な観点から

ＭＲは埋立と同程度の位置関係にある。
４） 埋立はエコ効率の観点から望ましくない選択肢である。
各リサイクル手法の改善点は以下である。
（１）ＣＲは環境面からはバランスがとれた手法であるが、経済性の改善が課題である
（２）ＭＲは経済性の改善、分別廃棄物の有効利用が課題である。
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